
Public relations of Minami-aizu

まちの人口（平成 25年 5月 1日現在）【住民基本台帳登録人口（外国人を含む）】

総人口 17,741 人（17 人増）  男 8,627 人（14 人増）  女 9,114 人（3 人増）  世帯数 6,886 世帯（53 世帯増）※ (　) 内は前月比
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　4月28日に行われた「南山の桜と歴史めぐ
りウォーク」。町民をはじめ、県内外から約
500人のウォーキング愛好者が集まりました。
　思い思いのペースで歩く参加者を、びわの
かげ運動公園堤防の桜が迎えていました。

Pick Up
Event
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5月号

レ
ス
リ
ン
グ
は
本
町
に
お
い
て
、
な

じ
み
深
い
競
技
で
す
。

　

平
成
７
年
に
行
わ
れ
た
『
ふ
く
し
ま
国

体
』
で
は
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
が
開
催
。
県

立
田
島
高
等
学
校
レ
ス
リ
ン
グ
部
は
、
県

内
屈
指
の
強
豪
校
と
し
て
、
全
国
大
会
で

活
躍
す
る
選
手
を
数
多
く
輩
出
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、「
田
島
チ
ビ
ッ
子
レ
ス
リ

ン
グ
ク
ラ
ブ
」
で
は
、
未
来
の
金
メ
ダ
ル

を
目
指
す
子
ど
も
た
ち
が
、
今
日
も
汗
を

流
し
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
町
技
と
も
い
え
る
レ
ス
リ
ン
グ

競
技
が
、
２
０
２
０
年
の
夏
季
五
輪
競
技

か
ら
除
外
さ
れ
る
恐
れ
が
報
道
さ
れ
、
国

内
に
大
き
な
波
紋
が
広
が
り
ま
し
た
。
日

本
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
で
は
「
２
０
２
０
年

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
レ
ス
リ
ン
グ
存
続
」

10
万
人
署
名
活
動
が
実
施
さ
れ
、
本
町
に

も
協
力
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
３
月

か
ら
４
月
に
か
け
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ

回
覧
板
に
よ
る
署
名
協
力
の
お
願
い
を
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

地
域
を
守
る
消
防
団

　
　
　
　
　

日
々
の
訓
練
成
果
を
披
露

南
会
津
郡
三
町
一
カ
村
消
防
団
春
季
連
合
検
閲
式

Top News

消
防
庁
長
官
表
彰
披
露

▽
功
労
章
／
野
中
新
三

▽
永
年
勤
続
功
労
章
／
星　

哲
美

日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

▽
功
績
章
／
河
村
政
朋

▽
精
績
章
／
星　

哲
美
、青
柳
正
則
、

芳
賀　

進

▽
勤
続
章
／
星　

良
治
、
中
野
春
與

志
、
青
柳
正
則
、
岡
本
寛
司

福
島
県
消
防
協
会
南
会
津
支
部
表
彰

▽
功
績
章
／
大
竹
伊
八
、君
島
義
範
、

福
田
敦
泰
、
渡
部
与
志
高
、
阿
久
津

幸
弘
、
小
山
内
和
美
、
平
野
義
弘
、

八
須
賀　

智
、
馬
場
弘
幸
、
五
十
嵐

芳
道

▽
優
良
章
／
白
岩
良
之
、湯
田
直
人
、

レスリング存続署名１万682人達成

　

４
月
29
日
、
町
内
で
取
り
ま
と
め
た
レ

ス
リ
ン
グ
存
続
署
名
１
万
６
８
２
人
分

が
、
大
宅
町
長
か
ら
福
島
県
レ
ス
リ
ン
グ

協
会
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
署
名
を
受
け

取
っ
た
渡
部
友
幸
県
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
理

事
長
は
、「
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い

署
名
・
気
持
ち
を
受
け
取
り
、
レ
ス
リ
ン

グ
競
技
は
絶
対
に
元
の
状
態
に
戻
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
町
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
が
育
つ
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
署
名
は
、
５

月
に
開
催
さ
れ
る
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
理
事
会
に
お
い
て
提
出

さ
れ
ま
す
。

3月21日に消防庁長官表彰受章報告で町長室
を訪れた消防関係者の皆さん

（写真右から、佐藤和一南会津広域消防本部
消防長、野中新三南会津町消防団長、大宅町
長、星哲美町消防団舘岩支団訓練予防分団長）

平
野
貴
司
、室
井
恒
三
、

湯
田
太
樹
、湯
田
明
宏
、

湯
田　

健
、
星　

悟
、

柏
倉　

貴
、渡
部
和
典
、

渡
部
義
久
、湯
田
健
慈
、

湯
田
守
俊
、福
田
幸
紀
、

広
野
武
宏
、福
田
謙
吉
、

星　

祐
治
、
阿
久
津
哲

二
、
楠　

友
明
、
平
野

光
一
、
河
原
田
賢
雄
、

須
江
健
太
、芳
賀
嘉
成
、

鈴
木
博
樹
、斎
藤
祥
大
、

平
野
秀
和
、小
杉
和
孝
、

星　

博
昭
、
馬
場　

健
、
五
十
嵐
国

晃
、渡
部
英
治
、安
藤
真
也
、馬
場　

学
、

土
橋
史
明
、
星　

勇
一
、
大
塚
敏
浩
、

馬
場
昭
光
、
酒
井
克
敏
、
渡
部
雅
之
、

中
丸
博
之

▽
勤
続
章
／
星　

宗
男
、大
竹
栄
次
、

湯
田
富
一
、
湯
田
明
宏
、
室
井　

稔
、

星　

悟
、
柏
倉　

貴
、
渡
部
和
典
、

湯
田
守
俊
、
星　

定
信
、
堀
江
篤
郎
、

芳
賀
常
彦
、
五
十
嵐
国
晃
、
渡
部
英

治
、
安
藤
真
也
、
馬
場　

学
、
土
橋

史
明
、
星　

勇
一
、
大
塚
敏
浩
、
馬

場
昭
光
、
酒
井
克
敏
、
渡
部
雅
之
、

中
丸
博
之

南
会
津
地
方
纏
会
表
彰

▽
優
良
章
／
樋
口
丈
治
、大
山
芳
勝
、

菅
家　

浩
、
馬
場
純
也
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レスリングのともしびは消さない

　

４
月
29
日
、
南
会
津
郡
三
町
一
カ

村
消
防
団
春
季
連
合
検
閲
式
が
、
田

島
地
域
の
国
道
１
２
１
号
中
町
地
内
、

お
よ
び
御
蔵
入
交
流
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

連
合
検
閲
式
は
、
自
治
体
消
防
発

足
65
周
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
、
本

町
消
防
団
を
は
じ
め
、
郡
内
の
下
郷

町
、
只
見
町
、
檜
枝
岐
村
の
各
消
防

団
や
婦
人
消
防
隊
、
合
わ
せ
て
約

１
０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

国
道
で
は
、
閲
団
や
通
常
点
検
、

分
列
行
進
が
行
わ
れ
、
団
員
た
ち
は

日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、

き
び
き
び
と
し
た
動
き
を
披
露
し
て

い
ま
し
た
。

　

御
蔵
入
交
流
館
で
行
わ
れ
た
表
彰

式
で
は
、
消
防
活
動
で
の
功
労
や
功

績
を
た
た
え
、
各
消
防
団
員
に
そ
れ

ぞ
れ
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
本

町
の
表
彰
受
章
者
は
、
下
記
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

取りまとめた署名を県レスリング協会へ手渡しました。
（写真右から、渡部徳一郎田島レスリングクラブ会長、渡

部友幸県レスリング協会理事長、大宅町長、渡部謙一町
教育委員会教育委員長）
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桧
沢
小
学
校 
開
校

檜
沢
、
針
生
。

２
つ
の
小
学
校
の
歴
史
と
伝
統
は
一
つ
と
な
り
、

新
た
な
歴
史
を
作
り
は
じ
め
た
。

　

午
前
10
時
か
ら
行
わ
れ
た
開
校
式

に
は
、
新
１
年
生
を
含
め
た
全
校
児

童
55
人
と
教
職
員
の
ほ
か
、
町
や
教

育
委
員
会
な
ど
の
関
係
者
、
約
１
０
０

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

国
歌
斉
唱
、
大
宅
宗
吉
町
長
の
式

辞
の
後
、
校
旗
の
授
与
が
行
わ
れ
、

大
宅
町
長
か
ら
室
井
榮
子
校
長
に
真

新
し
い
校
旗
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
校
式
に
引
き
続
い
て
入
学
式
が

行
わ
れ
、
新
生
『
桧
沢
小
学
校
』
の

最
初
の
１
年
生
と
な
る
６
人
が
入
学

し
ま
し
た
。
続
く
校
長
式
辞
で
室
井

校
長
は
「
針
生
小
学
校
と
檜
沢
小
学

校
、
両
校
の
伝
統
を
融
合
し
、
新
生

桧
沢
小
学
校
の
歴
史
を
一
緒
に
作
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
新
し
い
桧
沢
小

の
１
年
生
に
な
る
６
人
を
在
校
生
み

ん
な
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
元
気
な

学
校
生
活
を
送
る
た
め
に
、
①
元
気

に
あ
い
さ
つ
、
②
友
だ
ち
を
た
く
さ

ん
作
る
、
③
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
、

こ
の
３
つ
の
約
束
を
し
ま
し
ょ
う
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
教
育
委
員
会
告
辞
、来
賓
祝
辞
、

新
１
年
生
へ
の
教
科
書
給
与
に
続
き

行
わ
れ
た
歓
迎
の
言
葉
で
は
、
児
童

を
代
表
し
て
６
年
生
の
大
竹
海み
い
な奈
さ

ん
が
「
小
学
校
は
楽
し
い
行
事
ば
か

り
で
す
。
み
ん
な
仲
良
く
、
楽
し
く

生
活
し
て
い
ま
す
。
困
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
ら
何
で
も
聞
い
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
新
し
い
校
歌
を
全
員
で
斉

唱
し
、
新
生
桧
沢
小
学
校
の
歴
史
と

伝
統
の
第
一
歩
が
刻
ま
れ
ま
し
た
。

　

新
生
桧
沢
小
学
校
は
、
今
年
３
月

に
閉
校
し
た
檜
沢
、
針
生
の
２
小
学

校
が
統
合
し
て
開
校
し
ま
し
た
。
施

設
は
、
旧
檜
沢
小
学
校
の
校
舎
や
校

庭
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

新
１
年
生
６
人
を
加
え
、
55
人
の

全
校
児
童
で
ス
タ
ー
ト
し
た
桧
沢
小

学
校
。
今
年
度
の
教
育
目
標
を
「
夢

と
希
望
を
も
ち
、
た
く
ま
し
く
生
き

る
子
ど
も
の
育
成
」
と
定
め
、
児
童

一
人
一
人
が『
ひ
と
と
協
力
す
る
子
』

『
さ
い
ご
ま
で
が
ん
ば
る
子
』『
わ
か

ろ
う
と
真
剣
に
学
ぶ
子
』
に
な
る
よ

う
教
育
指
導
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

新
し
い
歴
史
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
た
新
生
桧
沢
小
学
校
を
、
地
域
全

体
で
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

1_正面玄関に掲げられた新しい校章は、全
校児童を温かく迎えています。

2_大宅町長より室井校長へ真新しい校旗が
授与されました。

3、4_新しい校歌を全員で歌い、新生桧沢小
学校の歴史がスタートしました。

5_「みんな仲良く、楽しく生活していきま
しょう」と新入生を歓迎した大竹海奈さん。

6_室井校長から教科書を受け取る新１年生。
新１年生６人を加えた全校児童55人で、こ
れから歴史と伝統を築いていきます。

４
月
８
日
、
檜
沢
小
学
校
と
針
生
小
学
校
が
統
合
し
誕
生
し
た

新
生
『
桧
沢
小
学
校
』
の
開
校
式
・
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
歴
史
と
伝
統
は
、
全
校
児
童
55
人
と
15
人
の
先
生
、

そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
と
で
作
り
上
げ
て
い
く
も
の
で
す
。

2

3

4

6
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特集　開校
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南会津中学校
目指すは、“豊かな風土を基盤とし、
夢と清新の気風に満ちた教育の推進”　

午
後
２
時
か
ら
行
わ
れ
た
南
会
津

中
学
校
の
開
校
式
・
入
学
式
に
は
、

新
１
年
生
を
加
え
た
全
校
生
徒
91
人

と
、
教
職
員
、
町
関
係
者
な
ど
約

１
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

大
宅
町
長
に
よ
る
開
校
式
辞
、
町

長
よ
り
渡
部
正
弘
校
長
と
児
童
代
表

へ
の
新
し
い
校
旗
授
与
に
続
き
、
新

し
い
校
歌
の
披
露
、
斉
唱
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
校
歌
披
露
で
は
、
校
歌
を

作
詞
・
作
曲
し
た
星
知
央
さ
ん
が「
対

照
的
な
曲
風
を
持
つ
伊
南
中
と
南
郷

中
の
校
歌
を
融
合
し
た
校
歌
が
で
き

ま
し
た
。
校
歌
は
、
青
春
時
代
の
思

い
出
で
あ
り
、
大
人
に
な
っ
て
も
覚

え
て
い
る
も
の
。
地
域
に
愛
さ
れ
る

校
歌
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
星
さ
ん
の

伴
奏
で
、
２
、３
年
生
と
教
職
員
と

で
校
歌
が
斉
唱
さ
れ
、
南
会
津
中
学

校
の
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。

　

開
校
式
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
入

学
式
で
は
、
33
人
の
新
１
年
生
が
入

学
。
校
長
式
辞
で
渡
部
校
長
は
「
南

会
津
中
学
校
統
合
の
前
に
、
伊
南
中

と
南
郷
中
の
子
ど
も
た
ち
は
昨
年
よ

り
交
流
を
深
め
、
互
い
を
理
解
し
合

い
ま
し
た
。
新
し
い
校
歌
を
み
ん
な

で
歌
い
、
今
は
意
欲
満
々
で
す
。
中

学
校
生
活
は
、
心
も
身
体
も
急
激
に

成
長
し
、
大
人
へ
の
通
過
点
と
な
る

1_ ２、３年生と教職員とで行われた校歌斉唱。伊
南中と南郷中の校歌を融合させた新しい校歌を、
見事なハーモニーでしっかりと歌いきりました。

2_開校式・入学式に臨む新１年生たち。真新しい
制服に身を包んだ彼らが、新しい南会津中学校の
歴史と伝統を作っていきます。

3_歓迎の言葉を述べた３年の五十嵐壮志くん。伊
南中と南郷中の精神を受け継いだ彼らが南会津中
の礎になることでしょう。

4_校歌を作詞・作曲した星知央さん。星さん自ら
のピアノ伴奏で校歌が披露されました。

5_大宅町長から校旗の授与を受け、来場者に披露
する渡部校長と生徒代表

特集　開校

開校

４
月
８
日
に
行
わ
れ
た

『
南
会
津
中
学
校
』
の
開
校
式
・
入
学
式
。

伊
南
中
学
校
と
南
郷
中
学
校
、

両
校
の
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、

南
会
津
中
学
校
は
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。

３
年
間
で
す
。
今
日
の
自
分
と
明
日

の
自
分
は
違
う
と
い
う
こ
と
、
日
々

成
長
す
る
自
分
を
信
じ
て
中
学
校
生

活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
告
辞
、
来
賓
祝
辞
、

教
科
書
給
与
の
後
に
行
わ
れ
た
歓
迎

の
言
葉
で
は
、
在
校
生
を
代
表
し
て

３
年
生
の
五
十
嵐
壮
志
く
ん
が
「
新

入
生
の
皆
さ
ん
は
、
小
学
校
と
の
変

化
に
戸
惑
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

や
る
気
と
実
行
力
が
あ
れ
ば
大
丈
夫

で
す
。
し
っ
か
り
と
し
た
足
取
り
で

中
学
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
、
一
緒
に

南
会
津
中
の
第
一
歩
を
踏
み
出
そ

う
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

南
会
津
中
学
校
は
、
伊
南
中
と
南

郷
中
が
統
合
し
て
開
校
し
ま
し
た
。

学
校
施
設
は
、
伊
南
川
を
望
む
鴇
巣

の
高
台
に
あ
る
旧
南
郷
中
学
校
の
校

舎
・
校
庭
を
利
用
。
統
合
に
向
け
、

町
で
は
平
成
23
年
度
に
体
育
館
の
耐

震
工
事
・
大
規
模
改
造
工
事
、
平
成

24
年
度
に
校
舎
の
耐
震
工
事
・
大
規

模
改
修
工
事
を
行
い
、
準
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
変
わ
っ
た
学
び
や
で
、
伊

南
中
と
南
郷
中
の
歴
史
と
伝
統
を
受

け
継
い
だ
『
南
会
津
中
学
校
』
が
そ

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

1

4

5

2

3

特集　開校
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想
い
は
受
け
継
が
れ

子
ど
も
た
ち
は
学
び
続
け
る

　

２
０
１
３
年
４
月
。
長
い
歴
史
と

伝
統
を
持
っ
た
４
つ
の
小
中
学
校

が
、
そ
の
歴
史
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
誕
生
し
た
の
が
、
２
つ
の

小
中
学
校
。
檜
沢
小
学
校
と
針
生
小

学
校
が
統
合
し
た
「
桧
沢
小
学
校
」、

伊
南
中
学
校
と
南
郷
中
学
校
が
統
合

し
た
「
南
会
津
中
学
校
」
で
す
。

　

学
校
が
な
く
な
る
こ
と
に
寂
し
さ

を
感
じ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、
新

し
い
学
び
や
、
新
し
い
友
達
と
の
新

生
活
へ
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
ま

す
。

　

閉
校
し
た
４
つ
の
小
中
学
校
は
、

そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
た
く

さ
ん
の
愛
情
を
注
ぎ
、
共
に
歩
み
、

盛
り
上
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
し
く
誕
生
し
た
「
桧
沢
小
」
と

「
南
会
津
中
」
に
も
、
地
域
が
一
体

と
な
り
、
た
く
さ
ん
の
愛
情
を
注
ぎ

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
も
つ
『
無
限
の
可
能
性
』
と
い
う

芽
が
育
つ
こ
と
を
見
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

特
集　

開
校　

終
わ
り

写真は、桧沢小学校の新１年生６人。
取材したこの日は、算数の授業。
みんな元気に授業を受けていました。
新しい学校の歴史は、
彼らと一緒に確かに歩み始めています。
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町内の7町立小学校で、4月8日、入学式が行われ、
118人の新１年生が入学しました。

　３月までは保育所や幼稚園に通っていた子ども
たちですが、４月からは新しい小学校生活。緊張
しながらもお父さん、お母さんたちと元気に登校
していました。
　針生小と檜沢小が統合し、４月に開校した桧沢
小学校では、６人の児童が入学。室井榮子校長先
生から一人一人に教科書が手渡され、これからの
楽しい小学校生活が始まりました。

気持ち新たに学びやへ
町内小中学校で入学式

新入生誓いの言葉を述べた齋藤千聖さん（南会津中）

町長へ着任あいさつに訪れた橋本和枝さん（左から2人目）

　自分の将来への可能性を見つけようとする若者が、
農山村を舞台に、１年間、地域に密着したさまざまな
活動に取り組むプログラム。それが、「緑のふるさと協
力隊」です。
　4月11日、本町にも自分の可能性を夢見る「緑のふ
るさと協力隊員」が着任しました。彼女は、東京都世
田谷区出身の橋本和枝さん。これから１年間、伊南地
域で活動し、地域の皆さんとともにさまざまな活動に
取り組みます。

地域に密着した活動を
緑のふるさと協力隊、伊南に着任

　3月25日、なかやクリニック理事長の中谷武
さんが南郷総合支所を訪れ、地域医療貢献奨励
賞を受賞したことを大宅町長に報告しました。
　この賞は、住友生命社会福祉事業団が自治医
科大学の後援を得て、地域医療に貢献された医
師を顕彰するもので、24年度は全国で6人の方
が受賞。中谷さんは、自治医科大学を卒業後、
義務年限終了後も福島県立田島病院（現南会津
病院）で勤務され、平成8年に南会津地方広域
市町村圏組合の地域医療支援センター初代所長
に就かれました。郡内の医療体制の確立や、長
年にわたり、へき地などで医療の確保と地域住
民の福祉向上に尽力されていることが高く評価
され、今回の受賞となりました。

中谷さんに地域医療貢献奨励賞

田島書道協会に奨励金
平成24年度南会津町文化振興奨励事業

　平成24年度の南会津町文化振興奨励事業制度
による奨励団体に、田島書道協会（星好郎会長）
が選ばれました。3月29日に町長室において表
彰式が行われ、同団体に表彰状と奨励金10万円
が手渡されました。
　この制度は、町内文化団体の活性化と、薫り
豊かな文化のまちづくりを目的とし平成23年度
から設けられ、団体の活動状況やまちの文化振
興への貢献度、広域的な活動などが総合的に評
価され、奨励団体が決定されます。

地
域
医
療
貢
献
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
中
谷
さ
ん

奨励団体表彰を受けた田島書道協会の皆さん

　皆さん初めまして、第20期緑のふるさと協力隊の橋本和枝
です。今年の3月で大学3年次の課程を修了し、4月11日よりこ
の南会津へ東京よりやって参りました。
　環境問題への関心もあり、地球に優しいことって何だろうと
考えていたとき、出会ったのが里山での暮らしです。田舎の生
活を応援したいと思い、協力隊隊員になる決意をしました。母
の出身地が福島市内であったため、派遣先が同じ福島県内であ
る、この南会津に決まったときは涙が出るほど嬉しく、大学に
合格したときよりも歓喜しました。
　4月11日の朝、私を含め40人の仲間たちは研修先の山梨県か
ら全国各地の赴任先へと向かいました。一週間ともに過ごした
仲間たちは現地へと近づく度に一人、また一人と散り散りにな
っていきます。ただ寂しいという感情だけでなく夢に描いてい
た活動が現実のものとなっていく期待と私自身がしっかりと
皆さんのお役に立てるのかという不安等々、言葉では表しきれ
ないいろんな想いが募って電車の中で一人、何度も泣きそうに
なりました。
　気がつくと会津田島駅に到着していました。電車から降りて
マスコットキャラクターの八重たんと大河ドラマ「八重の桜」
の看板に出迎えられたその瞬間、心の中に渦巻いていた負の感
情はスーッと消え、期待と喜びに満ち溢れていきました。
　担当の方とお会いし、町役場へご挨拶に伺って和気藹々とし
た雰囲気を見たとき、とても楽しい1年が過ごせるのではない
かと思うと同時に精一杯やりきっていこうという使命感に駆
られました。

緑のふるさと協力隊奮戦記 vol. 1
連　載
コラム

文・橋本和枝（緑のふるさと協力隊）

中学校の入学式は、同じく4月8日に行われ、町
立5中学校で合計139人が中学生活をスタート

しました。
　真新しい制服に身を包んだ新入生たちは、緊張
した表情ながらも、新しい生活に向け、希望に満
ちた目をしていました。
　伊南中学校と南郷中学校が統合して開校した南
会津中学校では、33人が入学しました。新入生誓
いの言葉では、齋藤千聖さんが南会津中学校最初
の１年生としての期待と決意を述べました。

教科書を受け取る新１年生（桧沢小）

　これからどんな1年になっていく
かが楽しみです。ご迷惑をおかけい
たしますがどうぞ宜しくお願いいた
します。

早速、水稲の播種作業に従事。がんばっています。

▲
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用
語
の
説
明

【
歳
入
】

自
主
財
源 

●  

町
が
自
主
的
に
収
入
で

き
る
財
源
の
こ
と
で
す
。
町
税
や
使

用
料
及
び
手
数
料
、
諸
収
入
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

依
存
財
源 

●  

地
方
交
付
税
や
国
庫
支

出
金
、
県
支
出
金
、
地
方
債
な
ど
国

な
ど
を
経
由
す
る
財
源
で
す
。

町
税 

●  

町
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
で
す
。

繰
入
金 

●  

町
の
基
金
や
特
別
会
計
か

ら
の
繰
入
金
で
す
。

諸
収
入 

●  

町
税
の
延
滞
金
な
ど
、
他

の
収
入
科
目
に
含
ま
れ
な
い
収
入
の

こ
と
で
す
。

地
方
交
付
税 

●  

町
の
財
政
力
に
応
じ

て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

地
方
交
付
税
は
、
財
政
力
の
不
均
衡

を
な
く
し
、
ど
の
住
民
に
も
一
定
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
に
、

国
税
と
し
て
集
め
ら
れ
た
税
金
の
う

ち
、
一
定
割
合
の
額
を
地
方
自
治
体

に
再
配
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金 

●  

各
種
事

業
に
対
す
る
国
や
県
か
ら
の
補
助
金

な
ど

町
債 

●  

資
金
調
達
な
ど
の
長
期
借
入

金【
歳
出
】

性
質
別
歳
出

　

支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
義
務

的
経
費
（
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
）、

道
路
や
公
共
施
設
の
建
設
と
い
っ
た
行

政
水
準
の
向
上
に
か
か
る
投
資
的
経
費

（
普
通
建
設
事
業
費
、
災
害
復
旧
事
業
費
）、

そ
の
他
の
経
費
に
区
分
で
き
ま
す
。

人
件
費 

●  

議
員
報
酬
、
職
員
給
与
な
ど

物
件
費 

●  

賃
金
、
旅
費
、
交
際
費
、
需

用
費
な
ど
消
費
的
性
質
を
も
つ
経
費

維
持
補
修
費 

●  

道
路
や
公
共
施
設
な

ど
を
管
理
す
る
た
め
の
経
費

扶
助
費 

●  

社
会
保
障
制
度
に
か
か
る

経
費

補
助
費
等 

●  

団
体
な
ど
に
対
し
て
行

政
上
の
目
的
か
ら
支
払
う
経
費
等

普
通
建
設
事
業
費 

●  

道
路
や
公
共
施

設
の
整
備
に
必
要
な
経
費

災
害
復
旧
事
業
費 

●  

災
害
で
被
災
し

た
施
設
な
ど
の
復
旧
経
費

公
債
費 

●  

町
の
借
金
な
ど
を
償
還
す

る
た
め
の
経
費

積
立
金 

●  

計
画
的
な
財
政
運
営
や
将

来
負
担
に
備
え
て
基
金
等
に
積
み
立

て
る
経
費

貸
付
金 

●  

町
が
直
接
あ
る
い
は
間
接

的
に
現
金
の
貸
付
を
行
う
経
費

繰
出
金 

●  

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
基

金
と
の
間
で
、
相
互
に
資
金
運
用
を

す
る
た
め
の
経
費

会計名 予算額 前年度からの増減

一　般　会　計 115 億 5,700 万円 ＋ 2 億 1,000 万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 21 億 7,800 万円 － 700 万円

介 護 保 険 17 億 230 万円 ＋ 4,750 万円

後 期 高 齢 者 医 療 2 億 1,290 万円 ＋ 140 万円

農林業集落排水事業 1 億 4,400 万円 － 400 万円

公 共 下 水 道 事 業 4 億円 ＋ 700 万円

簡 易 水 道 事 業 6 億 5,200 万円 ＋ 800 万円

水 道 事 業 2 億 5,903 万 5 千円 ＋ 2,787 万 6 千円

合　計 171 億 523 万 5 千円 ＋ 2 億 9,077 万 6 千円

平成 25 年度

南会津町予算

区分 予算額（構成比）
人 件 費 22 億 5,070 万 6 千円 （19.5％）

物 件 費 18 億 4,438 万 5 千円 （16.0％）

維 持 補 修 費 4 億 6,304 万 1 千円 （4.0％）

扶 助 費 7 億 1,810 万 4 千円 （6.2％）

補 助 費 等 19 億 1,029 万 4 千円 （16.5％）

普通建設事業費 13 億 8,790 万 5 千円 （12.0％）

災害復旧事業費 1,351 万 1 千円 （0.1％）

公 債 費 16 億 8,371 万 1 千円 （14.6％）

積 立 金 2 億 1,843 万 1 千円 （1.9％）

貸 付 金 7,000 万円 （0.6％）

繰 出 金 9 億 3,477 万 8 千円 （8.1％）

予 備 費 6,213 万 4 千円 （0.5％）

合 計 115 億 5,700 万円

171億
523万 5千円

総額

予
算
総
額
１
７
１
億
５
２
３
万
５
千
円

　
　
　
　
　
（
前
年
度
比
２
億
９
０
７
７
万
６
千
円
の
増
）

南
会
津
町
の
将
来
を
見
据
え
、

　

第
２
次
総
合
振
興
計
画
の
着
実
な
推
進
を
図
る
。

町の予算を家計簿に
たとえると

家計簿に見る町予算

　町の予算は「億」単位で数字
が大きすぎて実感がわきません。
　そこで、町の予算を年収648万
円の家庭「南会津家」に当ては
めてみました。

（※年収648万円は、総務省統計
局・全国消費実態調査「福島県
の１世帯当たり年間収入」であ
る648万円を参考にしました。）

収入
家族全員で稼いだお金

（町税などの自主財源）

119 万円
両親からの仕送り

（地方交付税・国県支出金など）

481 万円
銀行からの借り入れ

（町債）

48 万円

支出
食費（人件費）

126 万円
医療・教育費（扶助費）

40 万円
光熱水費（物件費など）

129 万円
子どもへの仕送り（繰出金）

52 万円
家の増改築・修繕など

（普通建設事業費など）

79 万円
子どもの小遣い（補助費等）

107 万円
ローン返済（公債費）

94 万円
その他（予備費など）

7 万円

南会津家の家計簿
総額  648万円

■平成25年度会計別予算額一覧

町税
15億834万1千円（13.1%）

地方交付税
65億4,100万円

（56.6%）

県支出金
10億244万7千円

（8.7%）

国庫支出金
6億2,745万5千円

（5.4%）

町債
8億5,990万円

（7.4%）

諸収入
2億687万4千円（1.8%）

繰入金
1億8,497万2千円（1.6%）

繰越金
3,000万円（0.3%）

使用料及び手数料
1億2,321万1千円

分担金及び負担金
3,650万5千円

財産収入など
3,703万5千円

（1.7%）

地方贈与税
1億9,450万円

地方消費税交付金
1億5,190万円

自動車取得税交付金
4,200万円

地方特例交付金など
1,086万円

（3.4%）

歳入

115億
5,700万円

自主財源
18.4％

依存財源
81.6％

総務費
19億6,339万8千円

（17.0%）

民生費
22億3,416万8千円

（19.3%）

衛生費
10億1,094万7千円

（8.8%）

労働費
2億3,397万5千円（2.0%）

農林水産業費
8億1,626万8千円

（7.1%）

商工費
6億7,109万9千円

（5.8%）

土木費
10億1,059万7千円

（8.7%）

消防費
5億9,432万6千円（5.1%）

教育費
11億3,971万1千円（9.9%）

公債費
16億8,371万1千円

（14.6%）

その他
7,564万6千円

（0.6%）

歳出

115億
5,700万円

議会費
1億2,315万4千円

（1.1%）

【性質別】
歳出予算を性
質別に分類し
ました

【目的別】
歳出予算を目
的別に分類し
ました

一般会計歳出 一般会計歳出

南会津町のお金の使い方
Minamiaizu's economy

予算
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平成 25 年５月号　広報みなみあいづ

014

平成 25 年５月号 広報みなみあいづ

14015

広報みなみあいづ  平成 25 年５月号

15

広報みなみあいづ　平成 25 年５月号

主 
要 

事 

業

平成25年度恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
調
和
し
た

生
活
空
間
の
創
造 １

太
陽
光
発
電
設
備
導
入
事
業

１
億
２
１
４
５
万
円

▽
南
郷
保
育
所
・
田
島
第
二
小
学
校
・

舘
岩
小
学
校
・
舘
岩
中
学
校
・
旧
伊

南
中
学
校
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
導

入住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

費
補
助
金　
　
　
　
　
　

６
０
万
円

▽
住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
設
置
費
用
に
対
す
る
補
助

衛
生
組
合
負
担
金５

億
３
８
７
０
万
円

▽
南
会
津
地
方
環
境
衛
生
組
合
に
対

す
る
負
担
金

下
水
道
整
備
事
業
（
特
別
会
計
）

１
億
８
２
９
７
万
円

▽
下
水
管
埋
設
工
事
他
（
田
島
・
南

郷
地
域
）

簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
（
特
別
会

計
）  　
　
　
　

２
億
４
６
０
６
万
円

▽
配
水
管
布
設
工
事
（
南
郷
地
域
）、

浄
水
場
改
良
工
事
（
田
島
地
域
）
他

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業

１
億
３
６
４
０
万
円

▽
生
活
道
路
の
改
築
お
よ
び
修
繕
、

老
朽
化
し
た
橋
梁
の
長
寿
命
化

除
雪
機
械
整
備
事
業

３
９
４
８
万
円

▽
老
朽
化
し
た
除
雪
作
業
車
両
の
更

新
（
１
台
）

除
雪
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業５

３
７
万
円

▽
除
雪
窓
口
の
一
本
化
な
ど
に
よ
り
、

冬
期
間
の
安
全
・
安
心
を
確
保

土
地
区
画
整
理
事
業

１
億
９
８
２
２
万
円

▽
道
路
等
の
公
共
施
設
の
整
備
改
善

と
良
好
な
市
街
地
整
備

光
フ
ァ
イ
バ
通
信
基
盤
整
備
事
業

１
億
５
３
９
４
万
円

▽
舘
岩
地
域
に
光
フ
ァ
イ
バ
網
を
整

備
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
向

上
を
図
る

景
観
づ
く
り
推
進
事
業　

２
５
万
円

▽
南
会
津
町
景
観
条
例
の
制
定

誰
も
が
健
や
か
で
安
心
し
て
生
活

で
き
る
環
境
づ
く
り

３

就
労
対
策
・
企
業
支
援
と
戦
略
的
な

取
り
組
み
に
よ
る
町
民
所
得
の
向
上

２

緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業

１
億
２
８
６
１
万
円

▽
県
震
災
等
緊
急
雇
用
対
策
事
業
を

活
用
し
短
期
的
な
雇
用
を
創
出

み
な
み
あ
い
づ
新
地
域
力
創
造
事
業

１
億
４
０
２
万
円

▽
地
域
に
お
け
る
継
続
性
の
あ
る
雇

用
機
会
の
創
出
と
離
職
者
へ
の
就
業

機
会
の
提
供

が
ん
ば
る
企
業
・
創
業
支
援
事
業

２
２
５
５
万
円

▽
新
た
な
雇
用
を
創
出
す
る
企
業
お

よ
び
新
規
高
卒
者
を
雇
用
す
る
企
業

へ
の
補
助

産
地
生
産
力
強
化
総
合
支
援
事
業

２
９
３
２
万
円

▽
県
の
推
奨
す
る
作
物
の
生
産
振
興

を
図
る
た
め
の
資
材
や
機
械
、
苗
代

等
の
購
入
補
助

種
苗
等
支
援
事
業　

１
０
６
８
万
円

▽
町
重
点
振
興
作
物
の
新
植
・
改
植

に
伴
う
種
苗
等
購
入
補
助

新
規
就
農
総
合
支
援
事
業

２
４
３
５
万
円

▽
新
規
就
農
し
た
農
業
者
に
青
年
就

農
給
付
金
を
給
付

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
茎
枯
病
緊
急
対
策
事

業　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

▽
茎
枯
病
蔓
延
防
止
の
た
め
の
対
策

に
対
す
る
補
助

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
受
入
事
業

５
６
４
万
円

▽
伊
南
地
域
に
地
球
緑
化
セ
ン
タ
ー

の
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
を
受
入

森
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
出
事
業

３
４
５
２
万
円

▽
間
伐
材
を
活
用
し
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
と
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
る

森
林
環
境
交
付
金
事
業１

８
５
８
万
円

▽
森
林
資
源
を
活
用
し
た
地
域
の
学

習
の
場
や
癒
し
の
空
間
を
再
生
し
、

地
域
活
力
や
雇
用
創
出
を
図
る

地
域
振
興
緊
急
対
策
事
業
補
助
金

２
３
０
０
万
円

▽
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
に
よ

り
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

南
会
津
ブ
ラ
ン
ド
・
イ
メ
ー
ジ
回
復

事
業　
　
　
　
　
　
　

５
５
６
万
円

▽
首
都
圏
旅
行
会
社
と
の
タ
イ
ア
ッ

プ
に
よ
る
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
集
客

南
会
津
「
い
い
も
の
」「
い
っ
ぱ
い
」

魅
力
発
信
事
業　
　
　

３
２
０
万
円

▽
町
内
企
業
の
技
術
等
を
内
外
に
発

信
、
集
客
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
り
誘

客
を
図
る

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
観
光
Ｐ

Ｒ
事
業　
　
　
　
　
　

５
０
０
万
円

▽
Ｔ
Ｖ
の
旅
番
組
に
よ
る
誘
客
、
観

光
Ｐ
Ｒ

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
制
作
事

業　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
２
万
円

▽
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
作
成
し
観
光
Ｐ
Ｒ
に
活
用

５
歳
以
上
児
の
保
育
料
・
授
業
料
の

無
料
化

▽
保
育
所
お
よ
び
幼
稚
園
に
入
所
し

て
い
る
５
歳
以
上
児
（
年
長
児
童
）

の
保
育
料
・
授
業
料
の
無
料
化
を
行

い
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

伊
南
保
育
所
建
設
事
業１

２
５
０
万
円

▽
伊
南
保
育
所
建
設
の
た
め
の
地
質

調
査
お
よ
び
基
本
・
実
施
設
計
委
託

放
課
後
児
童
対
策
事
業５

０
９
５
万
円

▽
小
学
校
低
学
年
児
童
の
放
課
後
居

場
所
づ
く
り
の
た
め
の
学
童
保
育
事

業
を
実
施

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

６
８
３
１
万
円

▽
18
歳
以
下
の
子
ど
も
の
保
険
対
象

医
療
費
の
全
額
助
成

妊
婦
健
康
診
査
助
成
事
業

１
０
７
４
万
円

▽
妊
婦
健
康
診
査
の
健
診
費
用
を
助

成老
人
福
祉
施
設
整
備
事
業

６
０
０
０
万
円

▽
田
島
地
域
に
整
備
さ
れ
る
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営
費
補
助

障
が
い
児
通
所
施
設
開
所
準
備
事
業

１
５
０
万
円

▽
新
た
な
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
た
め
の
旧
ひ
か
り
保
育
所
改
修

町
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
策
定
事
業

２
８
０
万
円

▽
町
営
住
宅
の
長
寿
命
化
の
た
め
の

維
持
管
理
計
画
を
策
定

町
営
住
宅
建
設
事
業　

３
０
０
万
円

▽
町
営
住
宅
寺
前
団
地
建
て
替
え
の

基
本
設
計

災
害
対
策
総
合
支
援
事
業

１
０
４
４
万
円

▽
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

防
災
備
蓄
用
品
整
備
事
業１

４
３
万
円

▽
大
規
模
災
害
に
備
え
、
保
存
食
を

整
備

消
防
車
両
更
新
事
業

３
０
０
０
万
円

▽
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
１
台
）、

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車（
１
台
）

更
新

消
防
車
両
格
納
庫
建
設
事
業

２
０
８
０
万
円

▽
消
防
車
両
格
納
庫
の
整
備
（
南
郷

地
域
）

放
射
能
対
策
事
業　
　

８
４
２
万
円

▽
土
壌
や
農
産
物
等
に
対
す
る
放
射

性
物
質
の
調
査
、
お
よ
び
町
内
の
環

小
学
生
農
山
漁
村
交
流
事
業

７
８
１
万
円

▽
小
学
５
年
生
を
対
象
に
県
外
で
の

児
童
集
団
宿
泊
交
流
事
業
を
実
施

中
学
生
海
外
交
流
事
業１

０
０
０
万
円

▽
中
学
２
年
生
を
対
象
に
海
外
派
遣

交
流
事
業
を
実
施

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
活

用
事
業　
　
　
　
　
　

４
６
９
万
円

▽
不
登
校
児
童
生
徒
等
の
解
消
へ
向

け
た
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
に
よ
る
支
援

学
習
サ
ポ
ー
ト
事
業

４
４
４
９
万
円

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ラ

イ
ブ
授
業
等
を
中
学
校
で
実
施

御
蔵
入
交
流
館
開
館
10
周
年
記
念
事

業　
　
　
　
　
　
　

１
８
０
０
万
円

▽
松
竹
大
歌
舞
伎
や
町
民
参
加
型
の

公
演
会
を
実
施

若
者
交
流
事
業　
　
　
　

９
０
万
円

▽
ヤ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
事
業
の
実
施
に

よ
る
若
者
の
交
流

前
沢
集
落
周
辺
整
備
事
業

４
４
８
８
万
円

▽
駐
車
場
整
備
お
よ
び
遊
歩
道
・
展

望
台
整
備
等

前
沢
曲
家
集
落
保
存
対
策
事
業

２
１
６
４
万
円

▽
前
沢
曲
家
集
落
の
長
期
的
、
効
果

的
な
保
存
の
た
め
の
修
理
補
助
お
よ

び
保
存
事
業

地
域
力
創
造
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
事
業

２
６
万
円

▽
町
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
自
由
に
意
見
交

換
を
行
う
出
会
い
と
協
議
の
場
の
創

出集
落
応
援
交
付
金
事
業２

０
１
０
万
円

町
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
と
未
来
を
拓
く
行
政
経
営

５

▽
集
落
内
の
共
同
・
協
力
体
制
を
確

立
す
る
た
め
の
交
付
金

集
落
支
援
事
業　
　

１
３
０
７
万
円

▽
高
齢
化
率
が
高
く
人
口
規
模
の
小

さ
な
集
落
を
支
援
す
る
た
め
の
集
落

支
援
員
配
置

元
気
の
で
る
地
域
づ
く
り
支
援
事
業

７
０
０
万
円

▽
地
域
資
源
を
活
用
し
た
発
展
・
持

続
性
の
高
い
事
業
に
対
す
る
支
援

電
子
申
告
制
度
導
入
事
業２

５
５
万
円

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
地
方
税

申
告
の
電
子
申
告
シ
ス
テ
ム
導
入

顧
問
弁
護
士
設
置
事
業　

３
０
万
円

▽
法
律
問
題
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
日
常
的
に
指
導
助
言
を
受
け
る
た

め
、
顧
問
弁
護
士
を
設
置

庁
舎
建
設
事
業

２
億
２
１
３
４
万
円

▽
役
場
本
庁
舎
建
て
替
え
の
た
め
の

基
金
積
立
お
よ
び
基
本
設
計
の
実
施

未
来
の
南
会
津
町
へ
の
布
石
。

「
互
い
を
思
い
や
り
、
人
と
自
然
が
や
さ
し
さ
に
包
ま
れ
た
、
安
心
と
信
頼
の
ま
ち
」

実
現
の
た
め
、
選
択
と
集
中
を
進
め
た
主
要
事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

次
世
代
の
地
域
を
担
う

　
　
　
　
　
　
　

人
材
の
育
成

４

南会津町のお金の使い方
Minamiaizu's economy

予算

新

新新

新新新新

新新新

新新新新新

新新

新

新新

南会津町のお金の使い方
Minamiaizu's economy

予算

境
放
射
線
量
の
調
査

風
評
被
害
対
策
実
行
委
員
会
補
助

５
１
５
０
万
円

▽
風
評
被
害
を
払
し
ょ
く
す
る
た
め

の
事
業
へ
の
補
助

1415
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平成 25 年５月号　広報みなみあいづ

016

平成 25 年５月号 広報みなみあいづ

16017

広報みなみあいづ  平成 25 年５月号

17

広報みなみあいづ　平成 25 年５月号

役 場 か ら の お 知 ら せ

誕　生　日

２歳未満児 平成 23 年 4 月 2 日以降に生まれたお子さん

２　歳　児 平成 22 年 4 月 2 日～平成 23 年 4 月 1 日生まれ

３　歳　児 平成 21 年 4 月 2 日～平成 22 年 4 月 1 日生まれ

４　歳　児 平成 20 年 4 月 2 日～平成 21 年 4 月 1 日生まれ

５歳以上児 平成 20 年 4 月 1 日以前に生まれたお子さん

■年齢の適用（平成25年度入所児の場合）

　保育料には、国で定められた基準がありますが、南会津町では保護者の負担を軽減するため、国
の基準より金額を低く抑え、独自に年齢別の基準額を定めることで、より細やかな保育料としてい
ます。
　広報みなみあいづ４月号でもお知らせしましたが、町では、子育て世帯をさらに支援するため、
平成 25 年度から５歳以上児（年長児）の保育料を無料としました。

※お子さんが２人以上同時に入所している場
　合、上から２人目のお子さんは半額、３人
　目以降のお子さんは無料となります。
※その他、不明な点は下記まで問い合せくだ
　さい。

■

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
の
場
が
あ
り
ま
す

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
／
保
育
所
の
開
放
に
つ
い
て

町
で
は
、
子
育
て
家
庭
を
支
援
し
、

親
子
・
子
供
同
士
・
親
同
士
の
交

流
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、
下
記
の
と
お

り
保
育
所
等
の
開
放
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
保
育
所
等
が
お
休
み
の
日
や
行
事
等
で

実
施
し
な
い
場
合
、
ま
た
日
程
が
変
更
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

●  

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

　

子
育
て
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
地
域
全

体
で
子
育
て
を
応
援
す
る
施
設
で
す
。
子

育
て
中
の
親
子
交
流
の
場
、
親
に
と
っ
て

の
学
び
・
情
報
交
換
の
場
、
子
育
て
の
悩

み
解
消
・
相
談
の
場
と
し
て
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

未
就
学
児
童
と
、
そ
の
保
護
者
・
家
族

　

無
料

田
島
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

田
島
字
向
川
原
甲
１
２
１
０
番
地　
　

　

１
１
４
（
田
島
保
育
園
に
併
設
）

活
動
内
容

▼
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
（
リ
ト
ミ
ッ
ク
・

　

楽
し
い
絵
画
教
室
・　

運
動
あ
そ
び
・

　

ぱ
く
ぱ
く
サ
ロ
ン
等
）

　

月
～
金
曜
日　
　
　

10
時
～
16
時

　

土
曜
日　
　
　
　
　

10
時
～
12
時

　
※
祝
祭
日
等
を
除
き
ま
す
。

▼
ぴ
よ
ぴ
よ
ク
ラ
ブ

　

月
、
水
曜
日　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

▼
育
児
相
談
等

　

随
時
受
付
（
電
話
相
談
可
）

▼
す
く
す
く
サ
ポ
ー
ト
（
出
前
保
育
）

　

サ
ー
ク
ル
支
援
／
個
人
宅
支
援

　

火
・
木
曜
日　
　

10
時
～
11
時
30
分

▼
母
子
健
康
相
談

　

奇
数
月
の
最
終
月
曜
日

　

10
時
～
11
時
30
分

　

田
島
保
育
園

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
０
４
６

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
１
（
６
２
）
２
６
７
７

び
わ
の
か
げ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

永
田
字
枇
杷
影
１
番
地
１

　
（
び
わ
の
か
げ
保
育
所
に
併
設
）

活
動
内
容

▼
自
由
遊
び
な
ど

　

月
～
金
曜
日
（
祝
祭
日
等
を
除
く
。）

　
　

午
前
の
部　

９
時
～
12
時

　
　

午
後
の
部　

13
時
～
15
時

▼
育
児
相
談
等

　

随
時
受
付
（
電
話
相
談
可
）

　

び
わ
の
か
げ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
１
（
６
２
）
９
７
０
２

び
わ
の
か
げ
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム

　

永
田
字
枇
杷
影
２
番
地

　

び
わ
の
か
げ
運
動
公
園
内
高
齢
者
セ
ン

　

タ
ー
（
研
修
室
又
は
教
養
娯
楽
室
）

■
開
放
日

　

土
日
祝
日　

９
時
30
分
～
16
時

　

公
益
財
団
法
人  

南
会
津
町
振
興
公
社

　

０
２
４
１
（
６
２
）
２
４
４
２

つ
ど
い
の
広
場

■
場
所
・
開
催
日
等

▼
舘
岩
保
健
セ
ン
タ
ー

　

第
２
、
第
４
金
曜
日　

10
時
～
14
時

▼
伊
南
会
館

　

第
１
、
第
３
金
曜
日　

10
時
～
14
時

▼
南
郷
総
合
セ
ン
タ
ー

　

第
２
、
第
４
木
曜
日　

10
時
～
14
時

活
動
内
容

　

自
由
遊
び
な
ど

　

び
わ
の
か
げ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

０
２
４
１
（
６
２
）
９
７
０
２

■町の保育料について ～保護者の負担を抑えた細やかな基準～

■保育料基準月額（南会津町は平成25年4月1日から）

■保育料に関するお問い合わせは・・・
　健康福祉課子育て支援係　℡ 0241-62-6170
　舘岩総合支所町民課　　　℡ 0241-78-3325
　伊南総合支所町民課　　　℡ 0241-76-7713
　南郷総合支所町民課　　　℡ 0241-72-2225

場 料 対

問問 ℡℡場問℡場問℡

問℡●  

す
く
す
く
広
場

　

開
放
時
間
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
前

11
時
ま
で
で
す
。
す
べ
り
台
や
ブ
ラ
ン
コ

な
ど
遊
具
の
利
用
も
で
き
ま
す
の
で
親
子

で
お
気
軽
に
遊
び
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

（
６
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。）

■
開
催
日
等
（
祝
祭
日
等
を
除
く
）

・
田
部
原
保
育
所　

第
１
、
第
３
火
曜
日

・
伊
南
保
育
所　
　

第
２
、
第
４
火
曜
日

・
南
郷
保
育
所　
　

第
１
、
第
３
火
曜
日

　

田
部
原
保
育
所

　

０
２
４
１
（
６
２
）
３
９
９
６

　

伊
南
保
育
所

　

０
２
４
１
（
７
６
）
２
０
３
４

　

南
郷
保
育
所

　

０
２
４
１
（
７
３
）
２
９
０
０

問℡問℡問℡

国 南会津町

階層区分 定義 ３歳未満児 ３歳以上児 ２歳未満児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳以上児

第１階層 生活保護法（昭和 25 年法律第 144 号）
による被保護世帯（単給世帯を含む。） 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円

第２階層
第１階層および第４
～第７階層を除き、
前年度分の市町村民
税の額の区分が次の
区分に該当する世帯

市町村民税
非課税世帯 9,000 円 6,000 円 6,300 円 6,300 円 4,200 円 4,200 円 0 円

第３階層 市町村民税
課税世帯 19,500 円 16,500 円 13,700 円 13,700 円 11,600 円 11,600 円 0 円

第４階層

第１階層を除き、前
年分の所得税課税世
帯であって、その所
得税の額の区分が右
の区分に該当する世
帯

40,000 円未満 30,000 円 27,000 円 21,000 円 20,000 円 18,900 円 16,100 円 0 円

第５階層 40,000 円以上
103,000 円未満 44,500 円 41,500 円 31,200 円 29,100 円 27,000 円 23,000 円 0 円

第６階層 103,000 円以上
413,000 円未満 61,000 円 58,000 円 42,700 円 35,900 円 29,000 円 24,700 円 0 円

第７階層 413,000 円以上
734,000 円未満 80,000 円 77,000 円 56,000 円 43,400 円 30,800 円 26,200 円 0 円

第８階層 734,000 円以上 104,000 円 101,000 円 72,800 円 56,600 円 40,400 円 34,400 円 0 円

　４月に役場の組織改編で健康福祉課に新設さ
れた『子育て支援係』。
　町の将来を担う子どもたちは、町全体の宝と
いう認識で、子育て世帯への支援を進めていき
ます。
　　健康福祉課子育て支援係
　　0241-62-6170

子育てを町は応援しています！
子育て支援係が新設されました

問

℡



平成 25 年５月号　広報みなみあいづ

018

平成 25 年５月号 広報みなみあいづ

18019

広報みなみあいづ  平成 25 年５月号

19

広報みなみあいづ　平成 25 年５月号

送り付け商法にご注意を！
　
文
し
て
い
な
い
健
康
食
品
を
送

り
付
け
代
金
を
請
求
す
る
「
送

り
付
け
商
法
」の
被
害
を
受
け
る
方
が
、

県
内
で
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
伊
南
地
域
で
、
実
際
に
被

害
に
遭
っ
た
事
例
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

心
当
た
り
の
な
い
電
話
が
来
た
り
、

小
包
や
宅
配
物
が
届
い
た
場
合
、
次
の

よ
う
な
対
応
で
臨
み
ま
し
ょ
う
。

■
対
応
例

・
相
手
の
事
業
者
名
、
電
話
番
号
、
住

　
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
こ
ち
ら
か

　
ら
は
電
話
を
か
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
注
文
し
て
い
な
け
れ
ば
「
注
文
し
て

　
い
な
い
」
と
、
は
っ
き
り
と
断
り
ま

　
し
ょ
う
。

・
ま
だ
商
品
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

　
受
け
取
り
拒
否
が
で
き
ま
す
。
配
達

　
に
来
た
人
に
『
受
け
取
り
拒
否
』
と

　
伝
え
ま
し
ょ
う
。

・
強
引
な
電
話
で
商
品
購
入
を
承
諾
し

　
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

　
オ
フ
で
解
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
一
方
的
に
押
し
付
け
ら
れ
た
、
注
文

　
し
た
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
な
ど
、

　
不
安
な
場
合
は
県
消
費
生
活
セ
ン
タ

　
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

住民基本台帳の閲覧状況の公表について
■問い合わせ：住民生活課戸籍住民係
　　　　　　　　0241-62-6120

　住民基本台帳法の規定により、住民基本台帳の一部の写し
の閲覧の状況について下記のとおり公表します。

注

役 場 か ら の お 知 ら せ

制度名 制度のポイント 助成限度額 問い合わせ

がんばる企業・創業支
援事業(施設補助型)

創業や事業拡大に伴い、町民を１人以上新規
雇用し、新規の設備投資を行った企業に対し
て助成金を支給(対象業種指定あり)

最大200万円
(1社当たり)

商工観光課
　0241-
　62-6200

がんばる企業・創業支
援事業(雇用奨励型・新
卒者枠)

創業や事業拡大に伴い、町民を１人以上新規
雇用した企業に対して助成金を支給(対象業
種指定あり)

120・60万円
(1人当たり)

がんばる企業・創業支
援事業(人材育成事業)

人材育成を実施する(従業員研修会・資格取得)
企業に対して助成金を支給(対象業種指定あ
り)

最大30万円
(1社当たり)

雇用調整助成金
事業主が、労働者の雇用を維持するために休
業等を実施した場合、休業手当等の負担相当
額の一部を助成

休業手当の4/5

ハローワーク
　0241-
　62-1101

試行雇用奨励金
職業経験、技能、知識等から就職が困難な特
定の求職者を、一定期間試行雇用する事業主
に対して、助成金を支給

月額4万円
（1人当たり)

特定求職者
雇用開発助成金

障害者等の就職が特に困難な方、震災被災者
で求職者の方を、１年以上雇用する事業主に
対して、助成金を支給

最大90万円
(1人当たり)

若者チャレンジ奨励金
(若者人材育成・定着支
援)

非正規雇用の若者を正社員として雇用するこ
とを前提に、訓練を実施する事業主に奨励金
を支給

最大460万円
(1人当たり)

日本再生人材育成支援
事業(被災地復興建設労
働者育成支援奨励金)

建設人材を育成するため、建設技術・技能の
取得に資する訓練の経費を助成

最大20万円
(1人当たり)

「緑の雇用」現場技能者
育成対策

林業就業希望者や就業２年以内の者を雇用し
て行う研修等に必要な経費を林業事業主へ助
成

最大180万円
(1人当たり)

福島県林業労
働力確保支援
センター
　024-
　521-3245

ふくしま産業復興雇用
支援事業

県内在住の被災求職者を雇用した事業主に対
して、助成金を支給(対象業種指定あり)

225万円
(1人当たり)

南会津地方振
興局
　0241-
　62-5207

申出人の氏名（法人の場
合は、その名称および代

表者等の氏名）
利用目的の概要 閲覧の年月日 閲覧にかかる住民の範囲

ＮＨＫ放送文化研究所
世論調査部長
　　石川　　信

「現代の生活意識に関す
る世論調査」の対象者抽
出のため

平成25年1月25日 南会津町静川地区の
満16歳以上の男女12名

●  閲覧期間

　　平成 24 年 4 月 1 日から平成 25 年 3 月 31 日まで

●  国または地方公共団体の機関の請求（住民基本台帳法第 11 条第 3 項）によるもの
　　該当なし

●  個人または法人の申出（住民基本台帳法第 11 条の 2 第 12 項）によるもの

中小企業の皆さんを応援します！

　町や国・県では、中小企業の皆さんに対して、下記のよ
うな助成金等の支援を行っています。
　各助成金等には、細かい要件等がありますので、詳しく
はそれぞれの問い合わせ先へお問い合わせください。

■問い合わせ：商工観光課 商工振興係
　　　　　　　　0241-62-6200

■各種支援策について

℡

℡

℡

℡

　ある日、Ｍさんのところに『注文のあった健
康食品を代金引換で送る』と電話がありました。
　Ｍさんは「注文した覚えがない」と伝えまし
たが、『確かに注文している。代金は２万円。
支払わないと訴える』と脅かされました。
　Ｍさんは経済的にゆとりがないので、そんな
に高い健康食品を注文するはずがないのに、翌
日相手が言ったとおり商品が届いてしまいまし
た。
　Ｍさんは、配達に来た人に受け取り拒否と伝
え商品を送り返しました。

―実際にあった伊南地域での相談事例―

！ 困ったときは県消費生活センターへ
　消費生活のトラブルをご相談ください。
　福島県消費生活センター（福島市中町8-2）
　　相談直通電話：024-521-0999
　　相談受付時間：平日  午前9時～午後6時30分

■問い合わせ：商工観光課 商工振興係
　　　　　　　　0241-62-6200



平成 25 年５月号　広報みなみあいづ
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平成 25 年５月号 広報みなみあいづ
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役 場 か ら の お 知 ら せ

南
会
津
町
で
は
、
土
砂
災
害
、
洪

水
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た

め
、
土
砂
災
害
の
危
険
区
域
、
洪
水
時

の
浸
水
深
や
避
難
施
設
等
の
必
要
な
情

報
を
掲
載
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
し
ま
し
た
。

　

以
前
、
町
は
河
川
の
氾
濫
を
想
定
し

た
４
カ
所
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
７
月

に
発
生
し
た
『
新
潟
福
島
豪
雨
災
害
』

を
受
け
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。

　

各
地
域
に
お
け
る
危
険
個
所
や
避
難

所
等
の
意
見
を
反
映
し
、
町
内
全
域
を

13
エ
リ
ア
に
分
割
し
た
マ
ッ
プ
が
完
成

し
ま
し
た
。　
　

　

お
住
い
の
地
域
の
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

は
、
５
月
中
に
各
世
帯
へ
配
付
さ
れ
ま

す
が
、
他
の
エ
リ
ア
の
マ
ッ
プ
に
つ
い

て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

す
。
こ
の
マ
ッ
プ
を
活
用
し
て
、
ご
家

庭
や
地
域
で
避
難
場
所
や
避
難
経
路
な

ど
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

　

住
民
生
活
課  

消
防
交
通
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
２
０

　

舘
岩
総
合
支
所
町
民
課  

総
務
係

　

０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
２
０

　

伊
南
総
合
支
所
町
民
課  

総
務
係

　

０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
１

　

南
郷
総
合
支
所
町
民
課  

総
務
係

　

０
２
４
１
（
７
２
）
２
１
１
１

℡ 問℡ 問℡ 問℡ 問

防災（豪雨）ハザードマップ完成
■問い合わせ：住民生活課 消防交通係
　　　　　　　　0241-62-6120

豪雨災害を基に新規に作成

伊南地区北部のハザードマップの一部（内川）を
拡大。豪雨災害の被災箇所も記載しています。

（注：写真は白黒ですが、実際はカラーです。）

福島さわやか行政相談キャンペーン
■問い合わせ：総務課 総務係

　　　　　　　　0241-62-6100

行政相談委員が新たに委嘱

ひ
め
さ
ゆ
り
の
郷
ウ
ォ
ー
ク

南
郷
ス
キ
ー
場
ゲ
レ
ン
デ
に
咲
く

可
憐
な
ひ
め
さ
ゆ
り
や
宮
床
湿
原

に
広
が
る
ワ
タ
ス
ゲ
、
す
が
す
が

し
い
空
気
が
流
れ
る
ナ
ラ
林
や
伊

南
川
の
堤
防
な
ど
、
自
然
豊
か
な

コ
ー
ス
を
め
ぐ
り
、
心
も
体
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

　

６
月
16
日
（
日
）

　

午
前
８
時　

受
付
開
始

　

午
前
９
時　

開
会
式

　

午
前
９
時
15
分　

ウ
ォ
ー
キ
ン

　

グ
ス
タ
ー
ト

　

南
郷
ス
キ
ー
場
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ

　

ス
前

　

５
０
０
円
（
未
就
学
児
無
料
）

※
当
日
受
付
に
て
お
支
払
い
く
だ

　

さ
い
。

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
、
役
所
（
国
・
県
・

市
町
村
）
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
特
殊
法
人

等
の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
や
困
り
ご

と
、要
望
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。　

　

町
に
は
新
た
に
委
嘱
さ
れ
た
、
３
名

の
行
政
相
談
委
員
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。

　

５
月
１
日
（
水
）
か
ら
31
日
（
金
）

の
１
カ
月
間
は
、「
福
島
さ
わ
や
か
行

政
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期
間
で
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
電
話
で
も
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

行政相談委員定例相談会

　下記のとおり、行政相談委員による定例相
談会を実施しています。
　こちらもお気軽にご利用ください。

日時　毎月第 3 水曜日
　　　午前 10 時～午後 3 時まで
場所　南会津町福祉ホール

馬場  芳昭さん（下山）
℡ 0241-73-2363

星  昭男さん（湯ノ花）
℡ 0241-78-2519

児山  忠男さん（福米沢）
℡ 0241-62-3685

新しく委嘱された
3人の行政相談委員

の皆さん

日場料

℡ ◆
コ
ー
ス
／
５
㎞
・
10
㎞
・
15
㎞

◆
申
込
締
切
／
６
月
12
日
（
水
）

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

南
会
津
町
観
光
物
産
協
会

　

南
郷
観
光
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
１
（
７
２
）
２
１
１
２

ヤングスクール参加者募集

　独身男女を対象としたヤングス
クールを今年度も実施します。
　共に活動し、楽しさや苦しさも
共有できる素晴らしい仲間づくり
をしてみませんか。きっと素敵な
出会いが待っています。お友達を
誘ってぜひ参加ください。
　 独身男女 30 人
　 調理実習、スポーツ、手芸、
　 富士山登山 ほか
　 無料
　（材料費等は自己負担になります。）

◆募集締切／ 5 月 17 日（金）
◆その他／昨年度参加された方も
　　　　　引き続き参加できます。
◆申込み・問い合わせ
　生涯学習課 生涯学習係
　 0241-62-5511

料

定

内

℡

魅
力
た
っ
ぷ
り
南
会
津
の
山

山
開
き
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

い
よ
い
よ
本
格
的
な
山
シ
ー
ズ

ン
の
到
来
で
す
。
南
会
津
に
は
、

自
然
豊
か
な
多
く
の
山
々
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

●  

長
卸
山
山
開
き

　

５
月
12
日
（
日
）
午
前
８
時

　

木
賊
温
泉
「
広
瀬
の
湯
」
前

　

舘
岩
観
光
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
１
（
７
８
）
２
５
４
６

●  

駒
止
湿
原
山
開
き

　

５
月
19
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分

　

駒
止
湿
原
駐
車
場

　

生
涯
学
習
課 

文
化
財
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
３
１
１

日場問℡

●  

尾
白
山
山
開
き

　

５
月
25
日
（
土
）
午
前
７
時

　

奥
会
津
博
物
館
伊
南
館

　

伊
南
観
光
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
１
（
７
６
）
２
５
１
７

●  

大
嵐
山
・
湯
ノ
倉
山
山
開
き

　

５
月
26
日
（
日
）
午
前
７
時

　

湯
ノ
花
温
泉「
交
流
セ
ン
タ
ー
」

　

前

　

舘
岩
観
光
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
１
（
７
８
）
２
５
４
６

●  

尾
瀬
国
立
公
園
田
代
山
山
開
き

　

６
月
９
日
（
日
）
午
前
8
時

　

無
料
送
迎
バ
ス
運
行
（
要
問
）

　

猿
倉
登
山
口

　

舘
岩
観
光
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
１
（
７
８
）
２
５
４
６

●  

七
ヶ
岳
山
開
き

　

６
月
16
日
（
日
）

　
《
田
島
側
》
午
前
７
時

　
《
舘
岩
側
》
午
前
８
時

　
《
田
島
側
》
黒
森
沢
登
山
口

　
《
舘
岩
側
》
た
か
つ
え
木
工
セ

　

ン
タ
ー

　

南
会
津
町
観
光
物
産
協
会

　

０
２
４
１
（
６
２
）
３
０
０
０

　

舘
岩
観
光
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
１
（
７
８
）
２
５
４
６

●  

三
ツ
岩
岳
山
開
き

　

６
月
30
日
（
日
）
午
前
６
時

　

三
ツ
岩
岳
登
山
口

　

伊
南
観
光
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
１
（
７
６
）
２
５
１
７

日場問℡

日場問℡日場問℡日場問℡日場問℡問℡

日場問℡
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な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

■
企
画
展

　
「
南
山
御
蔵
入
領
の
戊
辰
戦
争

～
会
津
戦
争
終
結
の
地
～
」

　

６
月
30
日
（
日
）
ま
で

　

開
館
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

※
開
催
期
間
中
は
無
休
で
す
。

　

奥
会
津
博
物
館
展
示
室

■
記
念
講
演
会

　

５
月
19
日
（
日
）　

午
前
10
時
～
正
午

　

山
王
茶
屋
（
奥
会
津
博
物
館
敷
地
内
）

　
『
奥
会
津
の
戊
辰
戦
争
』

　

講
師
／
日
本
考
古
学
協
会
員

　
　
　
　

石
田　

明
夫  

氏

■
入
館
料
無
料
に
つ
い
て

　

企
画
展
の
開
催
期
間
中
、
南
会
津
町
民
の

　

方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。
入
館
の
際
、
受

　

付
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

奥
会
津
博
物
館

　

０
２
４
１
（
６
６
）
３
０
７
７

銃砲刀剣類の登録について

　

６
月
14
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
南
会
津
保
健

　

福
祉
事
務
所
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

　

無
料

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

■

奥
会
津
博
物
館
企
画
展

　
　
「
南
山
御
蔵
入
領
の
戊
辰
戦
争
」

　

奥
会
津
博
物
館
で
は
、
次
の
と
お
り
企
画

展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
町
民
の
方
の
入
館
料
が
無
料
と

　銃砲刀剣類は、原則として所持することはで
きませんが、特に美術品、もしくは骨とう品と
して価値ある火縄式銃砲等の古式鉄砲および刀
剣類は、銃砲刀剣類登録審査会で審査を受けて、

「銃砲刀剣類登録証」の交付を受ければ所持す
ることができるようになっています。
　未登録の銃砲・刀剣類を発見された方は、登
録を受けてください。

■登録の手続きについて
　①銃砲刀剣類を発見した場合、管轄の警察署
　　生活安全課（係）に現品を持って行き、銃
　　砲刀剣類の発見届を行ってください。
　※手続きには、現品および印鑑をお持ちくだ
　　さい。
　②発見届を行うと、警察署より銃砲刀剣類発
　　見届済証が発行されますので、下記の審査
　　日に審査会場へ銃砲刀剣類（現品）と発見
　　届済証、登録審査手数料（１件につき6,300
　　円分の福島県収入証紙）を持参してくださ
　　い。
　③銃砲刀剣類登録審査会においては、持参さ
　　れた現品が、美術品もしくは骨とう品とし
　　て価値ある火縄式銃砲等の古式銃砲や刀剣
　　類であり、登録できるかどうかの審査を行
　　います。

■平成25年度銃砲刀剣類登録審査会日程

■問い合わせ
　　福島県教育委員会  文化財課
　　　０２４（５２１）７７８７
　　町教育委員会  生涯学習課
　　　０２４１（６２）６３１１

　　固定資産税　　　  第１期
　　軽自動車税　　　  全　期

納期限は 5 月 31 日 ( 金 ) です。
　町税に関するお問い合わせ先は
　　本 庁 税 務 課 　 　  　TEL 0241-62-6110
　　舘 岩 総 合 支 所 町 民 課　TEL 0241-78-3325
　　伊 南 総 合 支 所 町 民 課　TEL 0241-76-7712
　　南 郷 総 合 支 所 町 民 課　TEL 0241-72-2224

今月の納税

審査日
審査対象／審査会場
平成25年5月23日（木）
刀剣類のみ／いわき合同庁舎  南分庁舎
平成25年7月  3日（水）
銃砲・刀剣類／郡山市労働福祉会館
平成25年9月13日（金）
刀剣類のみ／会津若松市合同庁舎
平成25年12月5日（木）
刀剣類のみ／福島県庁
平成26年2月20日（木）
銃砲・刀剣類／郡山市労働福祉会館

埋
火
葬
許
可
お
よ
び
火
葬
場
使
用
許
可
の
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

住
民
生
活
課  

戸
籍
住
民
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
２
０

■

あ
な
た
の
健
康
見
守
り
ま
す

県
民
健
康
管
理
調
査 

基
本
調
査
問
診
票
の

書
き
方
説
明
会
・
出
前
相
談
会
に
つ
い
て

　

県
と
県
立
医
科
大
学
で
は
、「
県
民
健
康
管

理
調
査 

基
本
調
査
問
診
票
」
に
関
す
る
出
前

書
き
方
説
明
会
と
出
前
相
談
会
を
、
実
施
内

容
や
会
場
な
ど
の
ご
要
望
に
応
じ
て
開
催
し

ま
す
。

　

開
催
は
、
土
日
祝
祭
日
を
除
く
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
の
間
で
、
１
回
当
た
り

10
～
15
名
ま
で
対
応
が
可
能
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
立
医
科
大
学
県
民
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

福
島
県
立
医
科
大
学
県
民
健
康
管
理
セ
ン

　

タ
ー

　

０
２
４
（
５
４
７
）
１
７
８
６

■

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
悩
み
や
不
安
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

身
体
障
が
い
者
等
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　

減
免
制
度
の
お
知
ら
せ

　

福
島
県
で
は
、
身
体
等
に
障
が
い
の
あ
る

方
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
自
動
車
で
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
も
の
（
※
）
に
つ
い
て
は
、

納
税
義
務
者
の
申
請
に
よ
り
自
動
車
税
を
減

免
し
て
い
ま
す
。
減
免
の
対
象
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
お
よ
び
戦
傷
病
者
手
帳
の
等
級
区

分
等
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
身
体
障
が
い

者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
要
件
に
該
当
さ
れ

る
方
は
、
手
帳
等
の
関
係
書
類
を
整
え
た
う

え
で
、納
期
限
（
平
成
25
年
５
月
31
日
（
金
））

ま
で
に
地
方
振
興
局
県
税
部
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
全
額
を
減

免
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
に
手
帳

の
交
付
を
受
け
減
免
の
要
件
に
該
当
す
る
場

合
に
も
、
申
請
日
に
応
じ
て
月
割
に
よ
り
減

免
さ
れ
ま
す
。

※
減
免
の
対
象
と
な
る
自
動
車
は
、
４
月
１

　

日
午
前
０
時
現
在
の
車
検
証
に
記
載
さ
れ

　

て
い
る
所
有
者
（
所
有
権
留
保
の
自
動
車

　

に
つ
い
て
は
使
用
者
）
が
障
が
い
者
ご
本

　

人
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
18
歳
未
満

　

の
身
体
障
が
い
者
、
知
的
障
が
い
者
お
よ

　

び
精
神
障
が
い
者
を
除
く
）。

　

ま
た
、
減
免
を
受
け
ら
れ
る
自
動
車
は
、
軽

　

自
動
車
も
含
め
障
が
い
者
１
人
に
つ
き
１

　

台
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

福
島
県
南
会
津
地
方
振
興
局  

県
税
部

　

０
２
４
１
（
６
２
）
５
２
１
２

■

東
部
聖
苑
の
火
葬
の
予
約
方
法
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

変
わ
り
ま
し
た

　

５
月
１
日
よ
り
、
東
部
聖
苑
の
火
葬
の
予

約
先
お
よ
び
予
約
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
。

■
火
葬
予
約
先

　

し
も
ご
う
環
境
サ
ー
ビ
ス
（
24
時
間
受
付

　

可
）

　

０
２
４
１
（
６
７
）
３
７
０
７

■
予
約
す
る
際
の
注
意
点

　

予
約
の
際
に
は
、
以
下
の
こ
と
を
お
伝
え

く
だ
さ
い
。

①
火
葬
の
日
時
と
葬
儀
場
所

②
亡
く
な
っ
た
方
の
住
所
、
氏
名

③
申
請
者
（
喪
主
）
の
住
所
、
氏
名
、
連
絡

　

先
（
電
話
番
号
）

■
火
葬
場
使
用
許
可
書
の
申
請
に
つ
い
て

　

予
約
が
済
み
ま
し
た
ら
、
東
部
聖
苑
使
用

日
の
前
日
ま
で
に
役
場
に
死
亡
届
を
提
出
し
、

■

自
動
車
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
へ

　

平
成
25
年
度
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月

31
日
（
金
）
で
す
。
お
送
り
す
る
納
税
通
知

書
に
よ
り
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納
期
限
ま
で
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
自
動
車
税
の
領
収
書
に
は
、
車
検

時
に
必
要
と
な
る
継
続
検
査
用
（
車
検
用
）

納
税
証
明
書
が
つ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
車

検
証
と
一
緒
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

コ
ン
ビ
ニ
納
付
の
お
知
ら
せ

　

自
動
車
税
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

専
用
の
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い
る

納
税
通
知
書
に
よ
り
夜
間
・
休
日
を
問
わ
ず

全
国
の
店
舗
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が

可
能
で
す
。

　

ご
利
用
で
き
る
の
は
、
原
則
と
し
て
納
期

限
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

℡

℡

℡

℡℡

問

問

℡ 問

問 料 日場申

日場日場内

℡ 問
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５・６月の健診（検診）のご案内

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

５月１７日 金
乳 幼 児 健 康 相 談
（舘岩・伊南・南郷地域）

13：30 ～ 13：45 伊南会館
平成24年３～５月生まれ

平成24年９～ 11月生まれ

５月２１日 火
６～８か月児健康相談
（ 田 島 地 域 ）

13：30 ～ 13：45
保健センター

（御蔵入交流館内）

平成24年９～ 10月生まれ

６月２０日 木
１ 歳 児 健 康 相 談
（ 田 島 地 域 ）

13：30 ～ 13：45 平成24年５～６月生まれ

◆乳幼児健康診査 ※地域指定のないものは全地域対象です。

◆乳幼児健康相談

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

５月１５日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45

保健センター
（御蔵入交流館内）

平成 2 5年１月生まれ

５月２２日 水 ３歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平成 2 1年 1 1月生まれ

５月２９日 水 １歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平成23年10 ～ 11月生まれ

６月１９日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平成 2 5年２月生まれ

６月２６日 水 ３歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平成 2 1年 1 2月生まれ

６月２８日 金 ２歳児歯科健康診査 12：30 ～ 13：00 平成23年２～４月生まれ

５月１２日 きむらクリニック

　　　　　　　℡ 0241-62-5576

　　１９日 佐藤医院（下郷町）

　　　　　　　℡ 0241-67-2134

　　２６日 高橋医院

　　　　　　　℡ 0241-62-0040

６月　２日 芳賀医院（下郷町）

　　　　　　　℡ 0241-67-2128

　　　９日 長谷川医院

　　　　　　　℡ 0241-62-0032

　　１６日 馬場医院

　　　　　　　℡ 0241-62-0141

　　２３日 なかやクリニック

　　　　　　　℡ 0241-73-2036

　　３０日 小野木クリニック

　　　　　　　℡ 0241-76-7780

※ 午前中のみの診察ですのでご注意ください。

5・6 月の日曜当番医
乳がん・子宮がん・骨粗しょう症
検診について

　町では、６月より婦人科検診を実施します。
先日、提出いただいた集団健診（検診）の調査・
申込書にて、すでにお申し込みをされている町
民の方には、受診録を配布します。
　受診を希望される方で、まだお申し込みされ
ていない場合は、保健センターまたは各総合支
所町民課まで、お早めにお申し込みください。
　なお、検診の日程・場所等については、「平成
25 年度  南会津町健康増進事業日程表」でご確認
ください。

　予防接種健康被害救済制度とは、定期予防接
種による健康被害救済に関する請求について、
当該予防接種と因果関係があることを厚生労働
大臣が認定した場合、町は健康被害に対する給
付を行うという制度です。
　この制度に該当する可能性がある場合は、速
やかに医療機関を受診するか、町保健センター
までご連絡ください。

予防接種法の改正について

予防接種健康被害救済制度について

　平成 25 年 4 月現在で、予防接種法の改正が行われた内容についてお知らせします。詳しく
はお問い合わせください。
　なお、定期予防接種を希望される場合で、予診票がお手元に無いときは、保健センターまた
は各総合支所町民課までご連絡ください。
　平成 25 年度の町の定期予防接種の内容については、保健センターまたは各総合支所町民課
までお問い合わせいただくか、町のホームページでご確認ください。

知っていますか

！ 定期予防接種とは、予防接種法に定められた
接種対象年齢や接種間隔で接種する予防接種の
ことです。接種間隔が定められているもの（四
種混合や日本脳炎の初回接種等）については、
発熱等の予防接種不適当要因により、その間隔
で実施できなかった場合は、その要因が解消さ
れた後、予防接種法施行令で定める接種の期間
内に速やかに実施すれば、定期予防接種と認め
られます。

■保健事業に関するお問い合わせは・・・

　　南会津町保健センター　℡ 0241-62-6180

　　舘岩総合支所町民課　　℡ 0241-78-3325

　　伊南総合支所町民課　　℡ 0241-76-7713

　　南郷総合支所町民課　　℡ 0241-72-2225

結核予防接種（BCG）
対象年齢と標準年齢が変更されました

　法改正により、１歳になるまでＢＣＧ接種が
可能になりました。
　ＢＣＧの標準的な接種年齢は、生後５～８月
未満の間に１回です。

定期予防接種に３ワクチンが追加
対象年齢内の接種が無料になりました

1. ヒブ（インフルエンザ菌 b 型）ワクチン
　ヒブ（インフルエンザ菌 b 型）感染による
乳幼児の細菌性髄膜炎を防ぐためのワクチンで
す。
　法改正により、追加接種の対象年齢が、「初
回接種終了後からおおむね１年」から「初回接
種終了後から 7 ～ 13 月の間」になりました。

2. 小児用肺炎球菌ワクチン
　法改正により、「初回接種を生後 12 月までに
完了すること」になりました。生後 12 月まで
に初回接種を終了できない場合は、残りの初回
接種を行わず、追加接種のみを行うこととなり
ます。

3. 子宮頸がんワクチン
　法改正により、対象年齢が「中学校 1 年生の
4/1 ～ 3/31 まで」から「小学校 6 年生の 4/1
～高校 1 年生の 3/31 まで」になりました。

日本脳炎
接種特例対象者の範囲が拡大されました

　法改正により、20 歳未満までいつでも接種
できる対象者の生年月日が、「平成 7 年 6 月 1
日～平成 19 年 4 月 1 日までに生まれた方」か
ら「平成 7 年 4 月 2 日～平成 19 年 4 月 1 日ま
でに生まれた方」に変更されました。

（ただし、2 期の接種は 9 歳以上からです。）

長期にわたる疾病等のため
定期予防接種ができなった人へ
　免疫の機能に支障を生じさせる重篤な疾病に
かかっていたことなどの特別の事情により、定
期予防接種の機会を逃したと認められる人につ
いて、接種可能となったときから原則 2 年間、
予防接種の機会が確保されました。
　詳しくは、お問い合わせください。



平成 25 年５月号　広報みなみあいづ

2627

広報みなみあいづ　平成 25 年５月号

新着本紹介

が休館日

開館時間

　10:00 ～ 18:00

６月の休館日

５月の休館日 日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30

南会津町図書館
℡ 0241-62-5522

　今回は 4 月 1 日から 4 月 30 日の間にふるさ
と納税（応援寄附金）をされた方を紹介いたし
ます。

【納税された方からのメッセージ】
　・会津のお米大好きです。

ｉふるさと納税（応援寄附金）の詳しい内
容はホームページに掲載しております。

　【ふるさと納税ホームページ】
　http://minamiaizu.org/gyousei/cat10/000215.php

■問い合わせ
　総合政策課  地域振興係　℡  0241-62-6240

住　所 氏　名

匿名希望 １件

計 １件

■ふるさと納税 （応援寄附金） へのご協力、

■ありがとうございます

【一般図書】
本・子ども・絵本　　　　　　中川　李枝子　著
立花隆の書棚　　　　　　　　　　立花　隆　著
空想科学読本 13　　　　　   　柳田　理科雄　著
つまずかない大学選びのルール　　山本　繁　著
「平穏死」１０の条件　　　　　長尾　和宏　著
長寿の道しるべ　　　　　　　日野原　重明　著
Ｔｅａｍ・ＨＫ　　　　　　あさの　あつこ　著
はだかんぼうたち　　　　　　　江国　香織　著
さらさらさん　　　　　　　　　大野　更紗　著
え、なんでまた？　　　　　　宮藤　官九郎　著

【児童図書】
命のバトン　　　　　　　　　　　堀米　薫　文
家出しちゃった　　　　　　　　藤田　千津　作
魔使いの運命　　　ジョゼフ・ディレイニー　著
世界地図　　　ルース・ブロックルハースト　作
かっぱ　　　　　　　　　　　　　杉山　亮　作
はしをつくる　　ライアン・アン・ハンター　文
こんぶのぶーさん　　　　　岡田　よしたか　作
くうこうではたらくくるま　こもり　まこと　作
オレ・ダレ　　　　　　　　　　越野　民雄　作

●  図書館の特別整理期間について
　５月１７日（金）まで館内特別整理期間と
して休館させていただいています。期間中の
返却は返却ポストをご利用ください。（ＡＶ
資料につきましては、５月１８日以降にカウ
ンターにご返却ください。）

●  登録事項の変更について
　転居による住所の変更、婚姻等による姓の
変更、電話番号の変更があった場合は、利用
者カードのデータ変更を行いますので、カウ
ンターまでお知らせください。
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大
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迷
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八
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樋
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雅
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原
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お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　

山
笑
ふ
一
年
一
組
一
列
に　
　
　
　
　
　
　

柏
倉　

清
子

　
山
笑
ふ
五
体
満
足
露
天
風
呂　
　
　
　
　
　

猪
股
有
隣
子

　
春
泥
や
孫
と
逢
瀬
の
妻
の
く
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荒
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静
山

伊
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銀
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俳
句
会
（
伊
南
地
域
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古
草
や
素
直
に
生
き
て
億
の
種　
　
　
　
　

ミ　

エ

　
芽
吹
く
も
の
地
に
還
る
も
の
隣
り
合
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忠　

子

　
朧
月
十
三
回
忌
な
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母
偲
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ト
ヨ
子

南
郷
俳
句
会
（
南
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地
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）

　
日
溜
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は
幸
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だ
ま
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蕗
の
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星　
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恵
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回
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明
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に
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光
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入
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坂
の
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平
野
恵
美
子

まちの文芸

編集後記　先月号は 30 ｐ、今月号は 28 ｐ
でお送りした「広報みなみあいづ」。基本の
ページ数は実は 20 ｐだったりします。毎回
毎回 20 ｐに収められない編集能力の無さに
落胆しつつも、こんなにも伝えることがある
南会津町の大きさにも驚嘆しています。（相）

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

消
息
欄
は
削
除
し
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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知っていますか、特
オ オ ハ ン ゴ ン ソ ウ

定外来生物

皆
さ
ん
は
、
上
の
花
に
見
覚
え
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
植
物
の
名
前
は
、『
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン

ソ
ウ
』
と
い
い
ま
す
。
北
ア
メ
リ
カ
原
産
の

オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
は
、
明
治
時
代
に
観
賞

用
と
し
て
輸
入
さ
れ
、
日
本
全
国
に
広
が
り

ま
し
た
。
特
に
寒
冷
地
に
多
く
、
本
県
を
は

じ
め
北
海
道
や
長
野
県
な
ど
で
大
群
落
が
見

ら
れ
ま
す
。

特
定
外
来
生
物
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ

鮮
や
か
な
黄
色
の
花
を
つ
け
、
見
る
も

の
を
魅
了
す
る
こ
の
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン

ソ
ウ
。
実
は
、
日
本
の
在
来
植
物
に
重
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、『
特

定
外
来
生
物
』
に
指
定
さ
れ
、
栽
培
、
運
搬
、

販
売
、
野
外
に
放
つ
と
い
っ
た
行
為
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

南
会
津
固
有
の
自
然
へ
の
影
響

オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
は
、
根
か
ら
化
学

物
質
を
出
し
て
他
の
植
物
の
生
育
を

抑
制
し
ま
す
。
ま
た
、
抜
き
取
っ
て
も
、
根

の
一
部
が
残
っ
て
い
れ
ば
再
生
す
る
旺
盛
な

繁
殖
力
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
一
度
定
着
す

る
と
南
会
津
固
有
の
植
物
を
覆
っ
て
し
ま
っ

た
り
、
駆
逐
し
て
し
ま
う
な
ど
、
非
常
に
大

き
な
脅
威
と
な
り
ま
す
。

　

駒
止
湿
原
や
田
代
山
湿
原
な
ど
、
貴
重
な

植
物
が
生
育
す
る
南
会
津
に
と
っ
て
、
外
来

生
物
の
侵
入
は
大
き
な
問
題
で
す
。

ＷＡＮＴＥＤ

オオハンゴンソウ
　（学名：ルドベキア・アキニアタ）

！ 見分けるポイント

開花期には黄色の花
弁が垂れ下がり、中
心にある花床が盛り
上がって黄緑色をし
ています。

葉 は 切 れ 込 み が 深
く、裏側には毛が生
えています。

根の根元は赤い。

自
然
を
守
る
た
め
に

特
定
外
来
生
物
で
あ
る
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン

ソ
ウ
は
、
生
き
た
ま
ま
移
動
さ
せ
る
、

保
管
す
る
な
ど
の
行
為
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

発
見
し
た
ら
、
根
か
ら
引
き
抜
き
２
～
３

日
天
日
に
さ
ら
し
て
枯
死
さ
せ
る
な
ど
し
た

後
、
も
え
る
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
て
指
定
日
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
の
繁
殖
を
ひ
ろ
げ
な

い
た
め
に
は
、
種
子
を
つ
け
る
前
に
駆
除
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
土
地
所
有
者
の
許
可
を
得
ず
に

土
地
に
侵
入
し
た
り
、
無
断
で
駆
除
作
業
を

行
う
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

私たちができること。
それは、特

オ オ ハ ン ゴ ン ソ ウ

定外来生物を
植えないこと。
ひろげないこと。

それが、
南会津の自然を守ることにつながります。

■問い合わせ
　　環境水道課環境衛生係　℡ 0241-62-6140
　　舘岩総合支所振興課　　℡ 0241-78-3335
　　伊南総合支所振興課　　℡ 0241-76-7716
　　南郷総合支所振興課　　℡ 0241-72-2114

写真提供：環境省 関東地方環境事務所


